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❶正倉院文書研究の現段階

❷「断簡」の「接続」の確認が意味すること

❸記載内容が意味すること

❹正倉院文書研究の今後

［論文要旨］

　正倉院文書に関する研究は，写経所文書の研究を中心とすべきである。そのための前提として，

接続情報に基づいて，断簡の接続を確認し，奈良時代の帳簿や文書を復原する必要がある。「東大

寺写経所解」を例とすると，これは 9 断簡からなっている。『大日本古文書（編年）』の断簡配列は，

その根拠があいまいで，誤りを含んでいる。接続情報に基づいて断簡を配列し直すことにより，こ

れが天平 19 年 12 月 15 日付の文書であることを，かなりの確率で言うことができる。そうすると，

この文書は「東大寺」に関する最古の史料であることになる。国家仏教の中心寺院として東大寺が

位置付けられた画期を示しており，重要である。個別写経事業研究は，断簡の集合体である写経所

文書を写経事業ごとに仕分ける意味を持つが，一方で，独自の意義を有している。その例として注

陀羅尼 4000 巻の写経事業に注目する。これは，天平 17 年 8～9 月ごろに始まったと推定される。

この推定が妥当であるとすると，この写経事業は，聖武天皇の病気平癒祈願として行われたと推定

できることになる。そのころすでに宮中で密教的な修法が行われていたことを示す。個別写経事業

研究は，奈良時代の仏教，仏教と政治との関係などの研究に資するところが大きい。
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